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ま え が き 

    

    

    市は、市民の皆さんに、最近の財政状況を通して市政の動きをお知らせし、豊か

で住みよい地域づくりに一層のご理解とご協力をいただくために、財政状況を年２

回公表しています。 

 今回の内容は、平成２２年度の予算と主な施策の概要及び平成２１年１０月１日

から平成２２年３月３１日までの間における収入支出の状況をはじめ、市民の市税

負担の状況についてお知らせするものです。 
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平成平成平成平成２２２２２２２２年度当初予算年度当初予算年度当初予算年度当初予算についてについてについてについて    
    

１１１１    予算編成予算編成予算編成予算編成のののの基本的基本的基本的基本的なななな考考考考ええええ方方方方    

    

    平成２２年度の地方財政は、地方公共団体が地方のニーズに適切に応えられるようにす

るため、地方の自主財源の充実・強化を図ることとし、地方交付税総額を対前年度比で 

１兆７３３億円増額・確保しました。 

一方、景気の低迷を背景とする地方税収入や地方交付税の原資となる国税収入の大幅

な減少のほか、子ども手当の創設などによる社会保障関係経費の増加や公債費が高い水準

で推移していることなどにより生じる過去最大の１８兆円余の財源不足額については、財

源対策債や臨時財政対策債により補うこととしております。 

 本市においては、世界経済の減速に伴う景気低迷の影響などから、個人市民税をはじめ

とする市税の大幅な減収が見込まれますが、単に歳出を削減するのではなく、基金からの

繰入金や市債発行などで財源を確保することにより、現下の経済・雇用情勢への適切な対

応、地域医療体制の確保をはじめとする市民生活の安全・安心の確保、都市・産業基盤の

整備、まちの魅力づくり及び学校教育施設の耐震化など本市の持続的な発展に必要な施策

や喫緊の課題に取り組むこととしました。 

 

 一般会計は、前年度に比べ７７億９,０００万円増（１２.９％）の６８２億９,４００

万円となりました。また、特別会計と企業会計（水道、下水道、工業用水道）を合わせた

予算額は、前年度に比べ２１億９,９１４万円減（△５.０％）の４２０億６,１５７万円

となっています。 

 全ての会計を合わせた予算額は、５５億９,０８６万円増（５.３％）の１,１０３億 

５,５５７万円となります。 

 なお、一般会計、特別会計及び企業会計の平成２２年度当初予算額は、次のとおりです。 

 

＜＜＜＜平成平成平成平成２２２２２２２２年度会計別当初予算額年度会計別当初予算額年度会計別当初予算額年度会計別当初予算額＞＞＞＞ 

（単位：千円） 

会計別会計別会計別会計別    ２２２２２２２２年度当初年度当初年度当初年度当初(A)(A)(A)(A)    ２１２１２１２１年度当初年度当初年度当初年度当初((((BBBB))))    比較比較比較比較((((AAAA))))－－－－((((BBBB))))    
前年度比前年度比前年度比前年度比    

(A)(A)(A)(A)／／／／(B)(B)(B)(B)％％％％    

一般会計    68,294,000 60,504,000 7,790,000    112.9 

特別会計 29,001,169 28,102,083 899,086 103.2 

企業会計 
（水道･下水道･工業用水道） 

13,060,402 16,158,623 △3,098,221 80.8 

総総総総        額額額額    110,355,571110,355,571110,355,571110,355,571    104,764,706104,764,706104,764,706104,764,706    5,590,8655,590,8655,590,8655,590,865    105.3105.3105.3105.3        

特別会計：国民健康保険事業、動物園事業、簡易水道事業、公設地方卸売市場事業、老人

保健事業、介護保険事業、介護サービス事業、戸別合併処理浄化槽事業、後期

高齢者医療事業、霊園事業 
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２２２２    一般会計予算一般会計予算一般会計予算一般会計予算    

 

 一般会計予算には、地方公共団体の行政運営の基本的な経費が中心として計上されてお

り、予算の本体をなすものです。平成２２年度当初の一般会計予算額は、６８２億   

９,４００万円で、平成２１年度当初に比べて１２.９％の増となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 歳入 

   一般会計の歳入の主なものは、市税２８２億５,２１７万円、地方交付税４７億円、

国庫支出金９３億２５万円、繰入金６１億２,２５４万円、市債４９億７,９７０万円

などです。 

   このうち本市歳入の最も大きな割合を占める市税収入は、引き続く景気低迷の影響

などから、個人市民税や法人市民税で大きな減収が見込まれるため、前年度に比べ 

８億２,２０１万円の減（△２.８％）となる見込みです。 

   また、地方交付税は、「地域活性化・雇用等臨時特例費」の創設や市税収入の減少

などの影響により、前年度と比べ１０億円の増（２７.０％）となる見込みです。 

   一方、市税、使用料など市が自らの手で確保できる収入（自主財源）は４３２億 

２,９５５万円で、歳入全体に占める割合は６３.３％となっています。これに対し、

国庫支出金、地方交付税、市債など国・県などから決められた額を交付されたり、割

り当てたりする収入（依存財源）は２５０億６,４４５万円で、歳入全体に占める割

合は３６.７％となっています。 

   なお、一般会計歳入予算の内訳は次の表のとおりです。

＜＜＜＜一般会計予算規模一般会計予算規模一般会計予算規模一般会計予算規模のののの推移推移推移推移＞＞＞＞

59,62759,62759,62759,627

60,98860,98860,98860,988

52,71152,71152,71152,711 55,46655,46655,46655,466
57,91957,91957,91957,919

61,74361,74361,74361,743
58,79858,79858,79858,798 58,24358,24358,24358,243

60,50460,50460,50460,504

68,29468,29468,29468,294

96.796.796.796.7

102.3102.3102.3102.3

86.486.486.486.4

105.2105.2105.2105.2

104.4104.4104.4104.4

106.6106.6106.6106.6

95.295.295.295.2

99.199.199.199.1

103.9103.9103.9103.9

112.9112.9112.9112.9

0000

10,00010,00010,00010,000

20,00020,00020,00020,000

30,00030,00030,00030,000

40,00040,00040,00040,000

50,00050,00050,00050,000

60,00060,00060,00060,000

70,00070,00070,00070,000

80,00080,00080,00080,000

13131313年度年度年度年度 14141414年度年度年度年度 15151515年度年度年度年度 16161616年度年度年度年度 17171717年度年度年度年度 18181818年度年度年度年度 19191919年度年度年度年度 20202020年度年度年度年度 21212121年度年度年度年度 22222222年度年度年度年度

85.085.085.085.0

90.090.090.090.0

95.095.095.095.0

100.0100.0100.0100.0

105.0105.0105.0105.0

110.0110.0110.0110.0

115.0115.0115.0115.0

120.0120.0120.0120.0

一般会計当初予算額一般会計当初予算額一般会計当初予算額一般会計当初予算額

一般会計当初予算額一般会計当初予算額一般会計当初予算額一般会計当初予算額のののの伸伸伸伸びびびび率率率率（（（（対前年度比対前年度比対前年度比対前年度比））））

（％）（％）（％）（％）（（（（百万円百万円百万円百万円））））
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＜＜＜＜一般会計歳入予算一般会計歳入予算一般会計歳入予算一般会計歳入予算のののの内訳内訳内訳内訳＞＞＞＞ 

（単位：千円） 

区    分 
予  算  額 

比  較 
前年度比

（％） 

構成比

（％） ２２年度当初 ２１年度当初 

市 税 28,252,165 29,074,177 △822,012 97.2 41.4 

地 方 譲 与 税 619,000 616,000 3,000 100.5 0.9 

利 子 割 交 付 金 80,000 112,000 △32,000 71.4 0.1 

配 当 割 交 付 金 26,000 36,000 △10,000 72.2 0.0 

株式等譲渡所得割交付金 13,000 14,000 △1,000 92.9 0.0 

地 方 消 費 税 交 付 金 1,800,000 1,800,000 0 100.0 2.6 

ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 40,000 40,000 0 100.0 0.1 

自 動 車 取 得 税 交 付 金 148,000 168,000 △20,000 88.1 0.2 

地 方 特 例 交 付 金 290,000 280,000 10,000 103.6 0.4 

地 方 交 付 税 4,700,000 3,700,000 1,000,000 127.0 6.9 

交通安全対策特別交付金 47,000 45,000 2,000 104.4 0.1 

分 担 金 及 び 負 担 金 649,732 660,087 △10,355 98.4 1.0 

使 用 料 及 び 手 数 料 2,566,125 2,527,776 38,349 101.5 3.8 

国 庫 支 出 金 9,300,253 5,797,464 3,502,789 160.4 13.6 

県 支 出 金 3,021,500 2,614,208 407,292 115.6 4.4 

財 産 収 入 391,098 397,511 △6,413 98.4 0.6 

寄 附 金 15,100 100 15,000 15,100.0 0.0 

繰 入 金 6,122,542 5,961,469 161,073 102.7 9.0 

繰 越 金 300,000 300,000 0 100.0 0.4 

諸 収 入 4,932,785 2,060,008 2,872,777 239.5 7.2 

市 債 4,979,700 4,300,200 679,500 115.8 7.3 

総 額総 額総 額総 額    68,294,00068,294,00068,294,00068,294,000    60606060,,,,504504504504,000,000,000,000    7,790,0007,790,0007,790,0007,790,000    112.9112.9112.9112.9    100.0100.0100.0100.0    
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<<<<自主財源自主財源自主財源自主財源・・・・依存財源別構成比依存財源別構成比依存財源別構成比依存財源別構成比>>>>

依存財源その他

1.9%市債
7.3%

県支出金

4.4%

国庫支出金

13.6%

地方消費税交付金

2.6%

地方交付税

6.9%

自主財源その他

0.9%

繰入金

9.0%

使用料及び手数料

3.8%

分担金及び負担金

1.0%

市税
41.4%

諸収入

7.2%

総額
68,294,000

千円

源
財

主

自

財

源

存
依

＜＜＜＜歳入予算歳入予算歳入予算歳入予算のののの款別構成比款別構成比款別構成比款別構成比のののの推移推移推移推移＞＞＞＞

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

（百万円）

市税

国庫支出金

諸収入

繰入金

市債

自
主
財
源

依
存
財
源

依存財源その他

県支出金

地方交付税

分担金及び負担金

使用料及び手数料

自主財源その他

地方消費税交付金

 

  次に、主な歳入科目について内容を見てみます。 
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＜＜＜＜市税歳入市税歳入市税歳入市税歳入のののの推移推移推移推移＞＞＞＞

30,62130,62130,62130,621

29,07429,07429,07429,074

27,97627,97627,97627,976

27,11027,11027,11027,110

25,51925,51925,51925,519

26,92426,92426,92426,924

26,41326,41326,41326,413

27,07927,07927,07927,079
30,05230,05230,05230,052

28,25228,25228,25228,252

103.2103.2103.2103.2

96.996.996.996.9

94.194.194.194.1

105.5105.5105.5105.5

98.198.198.198.1

102.5102.5102.5102.5

111.0111.0111.0111.0

101.9101.9101.9101.9

94.994.994.994.9

97.297.297.297.2

0.00.00.00.0

5,000.05,000.05,000.05,000.0

10,000.010,000.010,000.010,000.0

15,000.015,000.015,000.015,000.0

20,000.020,000.020,000.020,000.0

25,000.025,000.025,000.025,000.0

30,000.030,000.030,000.030,000.0

35,000.035,000.035,000.035,000.0

１３１３１３１３年度年度年度年度 １４１４１４１４年度年度年度年度 １５１５１５１５年度年度年度年度 １６１６１６１６年度年度年度年度 １７１７１７１７年度年度年度年度 １８１８１８１８年度年度年度年度 １９１９１９１９年度年度年度年度 ２０２０２０２０年度年度年度年度 ２１２１２１２１年度年度年度年度 ２２２２２２２２年度年度年度年度

90.090.090.090.0

95.095.095.095.0

100.0100.0100.0100.0

105.0105.0105.0105.0

110.0110.0110.0110.0

115.0115.0115.0115.0

120.0120.0120.0120.0

市税歳入市税歳入市税歳入市税歳入

市税歳入市税歳入市税歳入市税歳入のののの伸伸伸伸びびびび率率率率（（（（対前年度比対前年度比対前年度比対前年度比））））

（（（（百万円百万円百万円百万円）））） （％）（％）（％）（％）

  ア 市税 

    平成２２年度の市税の予算額は２８２億５,２１７万円で、前年度予算額の  

２９０億７,４１８万円と比較すると８億２,２０１万円の減（△２.８％）となっ

ています。歳入全体に占める割合は４１.４％で、前年度（４８.０％）に対して 

６.６ポイント減っています。 

    主な税目についてみると、市民税のうち、個人市民税が前年度と比較して 

９億８,０００万円減（△８.９％）の１００億３,０００万円、法人市民税が 

９,１００万円減（△５.４％）の１６億１００万円となっています。 

    また、市税の予算額の約４５％を占める固定資産税は２億３３２万円増 

（１．６％）の１２８億３,８７１万円となっています。 
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＜＜＜＜市税市税市税市税のののの税目別構成比税目別構成比税目別構成比税目別構成比＞＞＞＞

固定資産税

45.4%

個人市民税

35.5%

法人市民税

5.7%

市たばこ税

4.2%

その他

1.1%

都市計画税

8.1%

２２年度

市税予算額

282,52,165

千円

 

 

＜＜＜＜市税市税市税市税のののの税目別構成比税目別構成比税目別構成比税目別構成比のののの推移推移推移推移＞＞＞＞

0000

5 ,0 005 ,0 005 ,0 005 ,0 00

10 ,0 0010 ,0 0010 ,0 0010 ,0 00

15 ,0 0015 ,0 0015 ,0 0015 ,0 00

20 ,0 0020 ,0 0020 ,0 0020 ,0 00

25 ,0 0025 ,0 0025 ,0 0025 ,0 00

30 ,0 0030 ,0 0030 ,0 0030 ,0 00

35 ,0 0035 ,0 0035 ,0 0035 ,0 00

１３１３１３１３年度年度年度年度 １４１４１４１４年度年度年度年度 １５１５１５１５年度年度年度年度 １６１６１６１６年度年度年度年度 １７１７１７１７年度年度年度年度 １８１８１８１８年度年度年度年度 １９１９１９１９年度年度年度年度 ２０２０２０２０年度年度年度年度 ２１２１２１２１年度年度年度年度 ２２２２２２２２年度年度年度年度

（（（（百万円百万円百万円百万円））））

法人市民税法人市民税法人市民税法人市民税

固定資産税固定資産税固定資産税固定資産税

都市計画税都市計画税都市計画税都市計画税

市市市市たばこたばこたばこたばこ税税税税

そのそのそのその他他他他

個人市民税個人市民税個人市民税個人市民税
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  イ 地方交付税 

    地方交付税は、国がどの地域に住む住民にも標準的な行政サービスや道路等の社

会資本を提供することができるように、国税の一定割合を収入の足りない地方公共

団体に交付するものです。地方公共団体が自ら徴収した地方税同様、どのような使

途に充てるかはその地方公共団体に任されています。 

    平成２２年度の予算額は４７億円で、歳入全体の６.９％を占めています。 

    平成２２年度は、法人市民税などの市税の減収や、地方公共団体が産業振興や雇

用対策など、地域のニーズに適切に対応した行政サービスができるように特別枠が

設けられたことなどにより、前年度予算額の３７億円と比較すると１０億円の増 

（２７.０％）となっております。 

 

  ウ 国庫支出金 

    国庫支出金は、国が法律に基づいて負担する生活保護費や児童手当費などの扶助

費や地方公共団体が行う道路建設事業や災害復旧事業などに対して、国が使途を特

定して交付するものです。 

    平成２２年度の予算額は９３億２５万円で、歳入全体に占める割合は、    

１３.６％となっています。 

    平成２２年度は、子ども手当の創設や学校教育施設の改築・耐震化などに係る国

からの負担金や補助金の増加が見込まれるため、前年度予算額の５７億９,７４６

万円と比較すると、３５億２７９万円の増（６０.４％）となっています。 

 

  エ 基金繰入金 

    基金繰入金は、建設事業や市債の返済などの特定の目的に充てたり、予算全体の

財源調整のために基金（市の預金）から繰り入れられるものです。 

平成２２年度の予算額は、６１億２,２５４万円で、歳入全体に占める割合は、

９.０％となっています。 

平成２２年度に予定している多くの事業に充てる財源を確保するため、前年度予

算額（５９億６,１４７万円）と比較すると１億６,１０７万円（２.７％）の増と

なっています。 

 

オ 市債 

    市債は、市が公共事業、災害復旧事業などの資金調達のために行う長期の借入金

です。 

平成２２年度の予算額は４９億７,９７０万円で、前年度予算額の４３億２０万

円と比較すると６億７,９５０万円の増（１５.８％）となっています。これは、日
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＜＜＜＜市債予算額市債予算額市債予算額市債予算額のののの推移推移推移推移＞＞＞＞

3,5593,5593,5593,559
3,7003,7003,7003,700

3,9973,9973,9973,997
4,2714,2714,2714,271

4,7324,7324,7324,732

6,3876,3876,3876,387

4,3464,3464,3464,346

3,4003,4003,4003,400

4,3004,3004,3004,300

4,9804,9804,9804,980

6.06.06.06.0
6.16.16.16.1

7.67.67.67.6 7.67.67.67.6 8.28.28.28.2

10.310.310.310.3

7.47.47.47.4

5.85.85.85.8

7.17.17.17.1 7.37.37.37.3

0000

1,0001,0001,0001,000

2,0002,0002,0002,000

3,0003,0003,0003,000

4,0004,0004,0004,000

5,0005,0005,0005,000

6,0006,0006,0006,000

7,0007,0007,0007,000

13131313年度年度年度年度 14141414年度年度年度年度 15151515年度年度年度年度 16161616年度年度年度年度 17171717年度年度年度年度 18181818年度年度年度年度 19191919年度年度年度年度 20202020年度年度年度年度 21212121年度年度年度年度 22222222年度年度年度年度

0.00.00.00.0

5.05.05.05.0

10.010.010.010.0

15.015.015.015.0

20.020.020.020.0

市債

市債依存度

（（（（百万円百万円百万円百万円））））

地域

振興

基金

4 ,7724 ,7 724 ,7 724 ,7 72

（％）（％）（％）（％）

立駅周辺地区整備事業（日立駅自由通路新設や駅舎の橋上化など）の事業費配分を

変更したことなどによるものです。 

市債依存度（歳入総額に占める市債の割合）は、前年度の７.１％から７.３％と

やや増えています。 

    なお、この市債の返済金は、翌年度以降に公債費として歳出予算に計上し、返済

していきます。 
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(2) 歳出 

   平成２２年度の歳出予算額について、款別（経費の目的・機能ごと）及び性質別

（経費の性質・使途ごと）に見てみます。 

 

  ア 歳出予算の款別（目的別）内訳 

歳出予算を款別に分類してみると、最も構成比の高いのは民生費で全体の   

２８.６％、次いで土木費２３.５％、総務費１１.８％、教育費１０.７％と続きま

す。 

    各費目の主な内容は、次のとおりです。 

区  分 主    な    内    容 

議会費 市議会議員の報酬、議会の開催費、議会事務局の運営費 

総務費 

庁舎の維持管理費、財産管理費、徴税費、統計調査費、戸籍・住民基

本台帳管理費、監査委員費、企画費、市民運動推進費、防災対策費 

 

民生費 
社会福祉費、障害者福祉費、老人福祉費、児童福祉費、生活保護費、

女性活動推進費 

衛生費 保健衛生費、清掃費、環境保全対策費 

労働費 勤労者福祉対策費、雇用安定対策費 

農林水産業費 農業委員会費、農業・林業・水産業振興費、漁港費 

商工費 
商工振興費、計量検査費、観光費、奥日立観光施設費、温泉保養施設

費、久慈観光交流施設費、消費生活対策費 

土木費 
道路、河川、港湾、公営住宅、下水道、公園などの整備・管理費、 

地籍調査費、都市計画費、交通安全対策費 

消防費 常備消防費、消防施設整備費 

教育費 
小・中・養護学校及び幼稚園の整備・管理費、社会教育費、保健体育

費 

公債費 市債の償還のための元金や利子、一時借入金の利子 

予備費 予算の議決後に不測の事態が生じた場合に対処するための経費 
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＜＜＜＜一般会計款別歳出予算一般会計款別歳出予算一般会計款別歳出予算一般会計款別歳出予算のののの内訳内訳内訳内訳＞＞＞＞ 

（単位：千円） 

区 分 

２２  年  度 ２１  年  度 総額の前 

年 度 比 

（％） 
総 額 人件費 その他 総 額 人件費 その他 

議 会 費 410,002 362,460 47,542 421,542 373,597 47,945 97.3 

総 務 費 8,073,659 3,708,078 4,365,581 7,915,289 3,454,819 4,460,470 102.0 

民 生 費 19,515,045 2,016,590 17,498,455 16,468,101 2,014,921 14,453,180 118.5 

衛 生 費 3,756,138 687,440 3,068,698 3,523,552 689,925 2,833,627 106.6 

労 働 費 3,625 16 3,609 3,941 0 3,941 92.0 

農 林 水 産 業 費 494,727 189,327 305,400 521,955 210,227 311,728 94.8 

商 工 費 2,560,915 335,088 2,225,827 3,280,648 315,110 2,965,538 78.1 

土 木 費 16,029,284 1,679,719 14,349,565 10,920,950 1,693,693 9,227,257 146.8 

消 防 費 3,151,195 2,908,257 242,938 3,267,652 2,955,106 312,546 96.4 

教 育 費 7,274,771 2,670,816 4,603,955 6,828,767 2,607,739 4,221,028 106.5 

公 債 費 6,774,639 0 6,774,639 7,101,603 0 7,101,603 95.4 

予 備 費 250,000 0 250,000 250,000 0 250,000 100.0 

総 額総 額総 額総 額    68686868,294,000,294,000,294,000,294,000    14,557,79114,557,79114,557,79114,557,791    53,736,20953,736,20953,736,20953,736,209    60,504,00060,504,00060,504,00060,504,000    14,315,13714,315,13714,315,13714,315,137    46,188,86346,188,86346,188,86346,188,863    112.9112.9112.9112.9    
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＜＜＜＜歳出予算歳出予算歳出予算歳出予算のののの款別構成比款別構成比款別構成比款別構成比＞＞＞＞

議会費議会費議会費議会費

0.6%0 .6 %0 .6 %0 .6 %

労働費労働費労働費労働費

0.0%0 .0 %0 .0 %0 .0 %農林水産業費農林水産業費農林水産業費農林水産業費

0.7%0 .7%0 .7%0 .7%

商工費商工費商工費商工費

3.7%3 .7 %3 .7 %3 .7 %

消防費消防費消防費消防費

4.6%4 .6 %4 .6 %4 .6 %

衛生費衛生費衛生費衛生費

5.5%5 .5 %5 .5 %5 .5 %

土木費土木費土木費土木費

23 .5%23 .5 %23 .5 %23 .5 %

予備費予備費予備費予備費

0.4%0 .4%0 .4%0 .4%

民生費民生費民生費民生費

28 .6%28 .6 %28 .6 %28 .6 %

公債費公債費公債費公債費

9.9%9 .9 %9 .9 %9 .9 %

教育費教育費教育費教育費

10 .7%10 .7%10 .7%10 .7%

総務費総務費総務費総務費

11 .8%11 .8 %11 .8 %11 .8 %

平成２２年度

予算総額

68,294,000

千円

＜歳出予算の款別構成比の推移＞

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

（（（（百万円百万円百万円百万円））））

議会費

総務費

民生費

農水費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

衛生費

予備費
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  イ 歳出予算の性質別内訳 

    歳出予算を性質別に大きく分類すると、「義務的経費」、「投資的経費」、 

「その他の経費」の３つに分けることができます。 

    義務的経費とは、人件費、扶助費及び公債費の合計で、組織の運営のためや法令

などによりその支出が義務付けられているものであり、平成２２年度予算額では 

３４４億６,４４４万円となり、歳出総額の５０.５％を占めています。 

    これに対し、投資的経費とは、普通建設事業費、災害復旧事業費及び失業対策事

業費の合計で、その支出の効果が資本形成に向けられ、施設等が将来に残るものに

支出される経費であり、平成２２年度予算額では１２７億３,４１９万円となり、 

歳出総額の１８.７％を占めています。 

    次に、性質別予算を個々に見た場合、最も構成比が高いのは、職員給与費などか

らなる人件費で、歳出全体の２１.２％（１４４億６,７２２万円）を占めています。 

    次いで、社会保障制度の一環として、生活に支援が必要な方への援助や各種福祉

サービスを提供する扶助費で、１９.４％（１３２億２,２６５万円）となっていま

す。 

    ３番目に構成比率の高いのは、道路、橋りょう、学校、公営住宅等の公共用又は

公用施設の新増設等の建設事業に要する普通建設事業費で、１８.７％（１２７億

３,４１９万円）となっています。 
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＜＜＜＜一般会計性質別歳出予算一般会計性質別歳出予算一般会計性質別歳出予算一般会計性質別歳出予算のののの内訳内訳内訳内訳＞＞＞＞ 

（単位：千円） 

区    分 
予   算   額 

比 較 
前年度比

（％） 

構成比

（％） ２２年度 ２１年度 

人 件 費 14,467,221 14,182,986 284,235 102.0 21.2 

扶 助 費 13,222,651 10,375,215 2,847,436 127.4 19.4 

公 債 費 6,774,571 7,101,512 △326,941 95.4 9.9 

物 件 費 9,517,840 9,191,429 326,411 103.6 13.9 

維 持 補 修 費 606,880 514,967 91,913 117.8 0.9 

補 助 費 等 4,244,369 4,554,902 △310,533 93.2 6.2 

積 立 金 1,257,900 1,256,719 1,181 100.1 1.8 

投 資 及 び 出 資 金 12,200 8,700 3,500 140.2 0.0 

貸 付 金 783,715 788,124 △4,409 99.4 1.1 

繰 出 金 4,422,462 4,243,710 178,752 104.2 6.5 

普 通 建 設 事 業 費 12,734,191 8,035,736 4,698,455 158.5 18.7 

内 

訳 

補 助 7,139,116 4,704,900 2,434,216 151.7 10.5 

単 独 5,595,075 3,330,836 2,264,239 168.0 8.2 

予 備 費 250,000 250,000 0 100.0 0.4 

総 額総 額総 額総 額    68,294,00068,294,00068,294,00068,294,000    60606060,,,,504504504504,000,000,000,000    7,790,0007,790,0007,790,0007,790,000    112.9112.9112.9112.9    100.0100.0100.0100.0    
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単独事業単独事業単独事業単独事業

8.2%8 .2%8 .2 %8 .2 %

積立金積立金積立金積立金

1.8%1 .8%1 .8 %1 .8 %

人件費人件費人件費人件費

21.2%21 .2%21 .2%21 .2%

扶助費扶助費扶助費扶助費

19 .4%19 .4%19 .4%19 .4%

公債費公債費公債費公債費

9.9%9 .9%9 .9 %9 .9 %

補助費等補助費等補助費等補助費等

6.2%6 .2%6 .2 %6 .2 %

投資投資投資投資・・・・出資出資出資出資・・・・貸付金貸付金貸付金貸付金

1.11 .11 .11 .1

繰出金繰出金繰出金繰出金

6.5%6 .5%6 .5 %6 .5 %

予備費予備費予備費予備費

0.4%0 .4%0 .4 %0 .4 %

補助事業補助事業補助事業補助事業

10 .5%10 .5%10 .5%10 .5%

物件費物件費物件費物件費

13 .9%13 .9%13 .9%13 .9%維持補修費維持補修費維持補修費維持補修費

0.9%0 .9%0 .9 %0 .9 %

総総総総　　　　額額額額

68 ,294 ,00068 ,294 ,00068 ,294 ,00068 ,294 ,000

千円千円千円千円

義義義義

　　　　的的的的

費費費費費費費費

投資投資投資投資

的的的的

経費経費経費経費

　　　　そそそそ

他他他他

経経経経

務務務務

経経経経

　　　　のののの

のののの

普通建設事業費普通建設事業費普通建設事業費普通建設事業費

18181818 ....7777％％％％

＜＜＜＜歳出歳出歳出歳出のののの性質別構成比性質別構成比性質別構成比性質別構成比のののの推移推移推移推移＞＞＞＞

29,868 30,269 32,270 34,464

22,669 20,514
20,332 20,809

21,095

9,205
8,014 5,641 8,036

31,660
26,85930,269 29,487

30,550
29,869

20,808

20,332
20,515

21,096
22,250

12,734

7,501
5,569

5,329

11,97510,723

0

10,000
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30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

（百万円）

投資的経費

その他の経費

義務的経費

＜＜＜＜歳出予算歳出予算歳出予算歳出予算のののの性質別構成比性質別構成比性質別構成比性質別構成比＞＞＞＞ 
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３３３３    特別会計予算特別会計予算特別会計予算特別会計予算    

 

 特別会計は、特定の事業を行う場合又は特定の歳入をもって特定の歳出に充てる場合に、

一般の歳入歳出と区別して別個に処理するための会計です。 

 平成２２年度の特別会計の予算総額は２９０億１１７万円で、前年度の２８１億 

２０８万円と比較すると、８億９,９０９万円の増（３.２％）となっています。 

 各会計別の内容については、次のとおりです。 

＜＜＜＜平成平成平成平成２２２２２２２２年度特別会計当初予算額年度特別会計当初予算額年度特別会計当初予算額年度特別会計当初予算額＞＞＞＞ 

（単位：千円） 

会  計  名 
予  算  額 

比  較 
前年度比

（％） ２２年度当初 ２１年度当初 

国民健康保険事業 14,834,860 14,500,833 334,027 102.3 

動 物 園 事 業 412,318 404,589 7,729 101.9 

簡 易 水 道 事 業 189,058 235,397 △46,339 80.3 

公 設 地 方 卸 売 

市 場 事 業 
79,550 68,907 10,643 115.4 

老 人 保 健 事 業 12,653 37,158 △24,505 34.1 

介 護 保 険 事 業 10,751,315 10,351,029 400,286 103.9 

介護サービス事業 682,648 675,216 7,432 101.1 

戸 別 合 併 処 理 

浄 化 槽 事 業 
32,606 42,957 △10,351 75.9 

後 期 高 齢 者 

医 療 事 業 
1,819,558 1,620,165 199,393 112.3 

霊 園 事 業 186,603 165,832 20,771 112.5 

総総総総                額額額額    29,001,16929,001,16929,001,16929,001,169    28,102,08328,102,08328,102,08328,102,083    899,086899,086899,086899,086    103.2103.2103.2103.2    
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国民健康保険事業国民健康保険事業国民健康保険事業国民健康保険事業        

  国民健康保険事業特別会計は、国民健康保険制度に基づく保険事業を円滑に運営する

ための会計です。 

  この会計は、主に保険の加入者が納める保険料と国、県及び市がルールによってそれ

ぞれ負担することで賄われています。 

  平成２２年度の予算額は１４８億３,４８６万円で、前年度予算額の１４５億８３万

円に比べて３億３,４０３万円の増（２.３％）となっています。 

 

＜＜＜＜国民健康保険事業特別会計歳入歳出予算国民健康保険事業特別会計歳入歳出予算国民健康保険事業特別会計歳入歳出予算国民健康保険事業特別会計歳入歳出予算のののの内訳内訳内訳内訳＞＞＞＞    

１ 歳入 （単位：千円） 

款 
予  算  額 

比  較 
前年度比 

（％） 22年度当初 21年度当初 

国 民 健 康 保 険 料 3,772,270 3,844,261 △71,991 98.1 

国 民 健 康 保 険 税 886 2,216 △1,330 40.0 

使用料及び手数料 1 1 0 100.0 

国 庫 支 出 金 3,805,236 3,892,623 △87,387 97.8 

療養給付費交付金 578,509 587,644 △9,135 98.4 

前期高齢者交付金 3,113,356 2,813,722 299,634 110.6 

県 支 出 金 687,068 646,411 40,657 106.3 

共 同 事 業 交 付 金 1,681,283 1,637,626 43,657 102.7 

財 産 収 入 40 0 40 皆増 

繰 入 金 1,175,827 1,055,903 119,924 111.4 

諸 収 入 20,384 20,426 △42 99.8 

歳 入 合 計歳 入 合 計歳 入 合 計歳 入 合 計    14,834,86014,834,86014,834,86014,834,860    14,500,83314,500,83314,500,83314,500,833    334,027334,027334,027334,027    102.3102.3102.3102.3    
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２ 歳出 （単位：千円） 

款 
予  算  額 

比  較 
前年度比

（％） 22年度当初 21年度当初 

総 務 費 284,038 282,273 1,765 100.6 

保 険 給 付 費 9,769,906 9,766,955 2,951 100.0 

後期高齢者支援金等 2,190,797 1,829,106 361,691 119.8 

前期高齢者納付金等 5,494 2,415 3,079 227.5 

老 人 保 健 拠 出 金 6,352 221 6,131 2,874.2 

介 護 納 付 金 780,000 859,032 △79,032 90.8 

共 同 事 業 拠 出 金 1,681,291 1,637,634 43,657 102.7 

保 健 事 業 費 96,042 102,197 △6,155 94.0 

基 金 積 立 金 40 0 40 皆増 

諸 支 出 金 10,900 11,000 △100 99.1 

予 備 費 10,000 10,000 0 100.0 

歳 出 合 計歳 出 合 計歳 出 合 計歳 出 合 計    14,834,86014,834,86014,834,86014,834,860    14,500,83314,500,83314,500,83314,500,833    334,027334,027334,027334,027    102.3102.3102.3102.3    
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 動物園事業動物園事業動物園事業動物園事業        

  動物園事業特別会計は、かみね動物園を運営していくための会計です。 

  かみね動物園の運営費は、主に入場料収入と市税（一般会計からの繰入金）などで賄

われています。 

 

＜＜＜＜動物園事業特別会計歳入歳出予算動物園事業特別会計歳入歳出予算動物園事業特別会計歳入歳出予算動物園事業特別会計歳入歳出予算のののの内訳内訳内訳内訳＞＞＞＞ 

１ 歳入 （単位：千円） 

款 
予  算  額 

比  較 
前年度比

（％） 22年度当初 21年度当初 

使 用 料 及 び 手 数 料 74,766 73,203 1,563 102.1 

繰 入 金 319,978 289,168 30,810 110.7 

諸 収 入 17,574 42,218 △24,644 41.6 

歳 入 合 計歳 入 合 計歳 入 合 計歳 入 合 計    412,318412,318412,318412,318    404,589404,589404,589404,589    7,7297,7297,7297,729    101.9101.9101.9101.9    

 

２ 歳出 （単位：千円） 

款 
予  算  額 

比  較 
前年度比

（％） 22年度当初 21年度当初 

動 物 園 費 409,318 401,589 7,729 101.9 

予 備 費 3,000 3,000 0 100.0 

歳 出 合 計歳 出 合 計歳 出 合 計歳 出 合 計    412,318412,318412,318412,318    404,589404,589404,589404,589    7,7297,7297,7297,729    101.9101.9101.9101.9    

 

 



 - 19 - 

 簡易水道事業簡易水道事業簡易水道事業簡易水道事業        

  簡易水道事業特別会計は、中里地区と諏訪大平田地区に給水するために設置されてい

る簡易水道（水道により水を供給する事業のうち給水人口が５,０００人以下である水

道）の経費を賄うための会計です。 

  この会計は、主に受益者からの使用料と市税（一般会計からの繰入金）などで賄われ

ています。 

 

＜＜＜＜簡易水道事業特別会計歳入歳出予算簡易水道事業特別会計歳入歳出予算簡易水道事業特別会計歳入歳出予算簡易水道事業特別会計歳入歳出予算のののの内訳内訳内訳内訳＞＞＞＞    

１ 歳入 （単位：千円） 

款 
予  算  額 

比  較 
前年度比

（％） 22年度当初 21年度当初 

分 担 金 及 び 負 担 金 126 126 0 100.0 

使 用 料 及 び 手 数 料 38,832 38,832 0 100.0 

国 庫 支 出 金 9,315 17,136 △7,821 54.4 

繰 入 金 54,180 77,398 △23,218 70.0 

繰 越 金 1 1 0 100.0 

諸 収 入 404 404 0 100.0 

市 債 86,200 101,500 △15,300 84.9 

歳 入 合 計歳 入 合 計歳 入 合 計歳 入 合 計    189,058189,058189,058189,058    235,397235,397235,397235,397    △△△△46,33946,33946,33946,339    80.380.380.380.3    

 

２ 歳出 （単位：千円） 

款 
予  算  額 

比  較 
前年度比

（％） 22年度当初 21年度当初 

簡 易 水 道 管 理 費 73,144 64,895 8,249 112.7 

施 設 整 備 事 業 費 104,579 138,583 △34,004 75.5 

公 債 費 11,335 31,919 △20,584 35.5 

歳 出 合 計歳 出 合 計歳 出 合 計歳 出 合 計    189,058189,058189,058189,058    235,397235,397235,397235,397    △△△△46,33946,33946,33946,339    80.380.380.380.3    
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    公設地方卸売市場事業公設地方卸売市場事業公設地方卸売市場事業公設地方卸売市場事業        

  公設地方卸売市場事業特別会計は、小売店を通して、家庭で消費される野菜や魚など

の食料品を安定的に供給する目的で設けられた市場を運営するための会計です。 

  この会計は、売上高に応じて納入される売上高使用料や施設使用料と、市税（一般会

計からの繰入金）などで賄われています。 

  歳出予算には、市場を市民に開放して、市場への理解を深めていただくと同時に、市

場の活性化を図るための「日立市場まつり」に対する補助金（６０万円）も計上され

ています。 

 

＜＜＜＜公設地方卸売市場事業特別会計歳入歳出予算公設地方卸売市場事業特別会計歳入歳出予算公設地方卸売市場事業特別会計歳入歳出予算公設地方卸売市場事業特別会計歳入歳出予算のののの内訳内訳内訳内訳＞＞＞＞ 

１ 歳入 （単位：千円） 

款 
予  算  額 

比  較 
前年度比 

（％） 22年度当初 21年度当初 

使 用 料 及 び 手 数 料 29,614 31,565 △1,951 93.8 

財 産 収 入 28 66 △38 42.4 

繰 入 金 32,613 19,730 12,883 165.3 

繰 越 金 1 1 0 100.0 

諸 収 入 17,294 17,545 △251 98.6 

歳 入 合 計歳 入 合 計歳 入 合 計歳 入 合 計    79,55079,55079,55079,550    68,90768,90768,90768,907    10,64310,64310,64310,643    115.4115.4115.4115.4    

 

２ 歳出 （単位：千円） 

款 
予  算  額 

比  較 
前年度比

（％） 22年度当初 21年度当初 

総 務 費 76,550 65,907 10,643 116.1 

予 備 費 3,000 3,000 0 100.0 

歳 出 合 計歳 出 合 計歳 出 合 計歳 出 合 計    79,55079,55079,55079,550    68,90768,90768,90768,907    10,64310,64310,64310,643    115.4115.4115.4115.4    
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 老人保健事業老人保健事業老人保健事業老人保健事業        

     老人保健事業特別会計は、主に７５歳以上のお年寄りの医療費を支払うための会計

です。老人保健制度は、後期高齢者医療制度への移行に伴い、平成２０年３月３１日

をもって廃止されましたが、平成２０年３月診療分までの月遅れ請求等が今後も見込

まれることから、制度廃止後も３年間（平成２２年度まで）は、老人保健事業特別会

計は継続されます。 

  この会計は、社会保険診療報酬支払基金からの交付金のほか、国、県及び市の負担に

よって運営されています。 

  歳出予算については、その大部分が医療費に充てられます。 

   

＜＜＜＜老人保健事業特別会計歳入歳出予算老人保健事業特別会計歳入歳出予算老人保健事業特別会計歳入歳出予算老人保健事業特別会計歳入歳出予算のののの内訳内訳内訳内訳＞＞＞＞    

１ 歳入 （単位：千円） 

款 
予  算  額 

比  較 
前年度比 

（％） 22年度当初 21年度当初 

支 払 基 金 交 付 金 6,166 19,007 △12,841 32.4 

国 庫 支 出 金 3,470 10,499 △7,029 33.1 

県 支 出 金 867 2,624 △1,757 33.0 

繰 入 金 1,150 3,028 △1,878 38.0 

諸 収 入 1,000 2,000 △1,000 50.0 

歳 入 合 計歳 入 合 計歳 入 合 計歳 入 合 計    12,65312,65312,65312,653    37,15837,15837,15837,158    △△△△24,50524,50524,50524,505    34.134.134.134.1    

 

２ 歳出 （単位：千円） 

款 
予  算  額 

比  較 
前年度比 

（％） 22年度当初 21年度当初 

総 務 費 281 401 △120 70.1 

医 療 諸 費 12,372 36,757 △24,385 33.7 

歳 出 合 計歳 出 合 計歳 出 合 計歳 出 合 計    12,65312,65312,65312,653    37,15837,15837,15837,158    △△△△24,50524,50524,50524,505    34.134.134.134.1    
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    介護保険事業介護保険事業介護保険事業介護保険事業        

  介護保険事業特別会計は、主に６５歳以上のお年寄りなどが介護保険のサービスを受

けた場合の費用を支払うための会計です。 

  この会計は、保険の加入者が納める保険料と社会保険診療報酬支払基金からの交付金

のほか、国、県及び市の負担によって賄われます。 

  歳出予算については、保険給付費が総額の大部分を占めており、その他は、介護保険

財政の安定運営のための基金への積立金、県が設置する財政安定化基金への拠出金及

び介護認定審査会の運営費などとなっています。 

 

＜＜＜＜介護保険事業特別会計歳入歳出予算介護保険事業特別会計歳入歳出予算介護保険事業特別会計歳入歳出予算介護保険事業特別会計歳入歳出予算のののの内訳内訳内訳内訳＞＞＞＞    

１ 歳入 （単位：千円） 

款 
予  算  額 

比  較 
前年度比

（％） 22年度当初 21年度当初 

保 険 料 2,045,956 2,021,082 24,874 101.2 

分 担 金 及 び 負 担 金 1,295 1,391 △96 93.1 

国 庫 支 出 金 2,144,237 2,082,515 61,722 103.0 

支 払 基 金 交 付 金 3,070,177 2,951,213 118,964 104.0 

県 支 出 金 1,557,662 1,495,577 62,085 104.2 

財 産 収 入 2,673 3,844 △1,171 69.5 

繰 入 金 1,929,003 1,794,901 134,102 107.5 

諸 収 入 312 506 △194 61.7 

歳 入 合 計歳 入 合 計歳 入 合 計歳 入 合 計    10,751,31510,751,31510,751,31510,751,315    10,351,02910,351,02910,351,02910,351,029    400,286400,286400,286400,286    103.9103.9103.9103.9    

２ 歳出 （単位：千円） 

款 
予  算  額 

比  較 
前年度比

（％） 22年度当初 21年度当初 

総 務 費 337,928 316,357 21,571 106.8 

保 険 給 付 費 10,156,872 9,763,290 393,582 104.0 

地 域 支 援 事 業 費 241,754 254,992 △13,238 94.8 

保 健 福 祉 事 業 費 1,000 1,000 0 100.0 

基 金 積 立 金 2,673 3,844 △1,171 69.5 

諸 支 出 金 3,088 3,546 △458 87.1 

予 備 費 8,000 8,000 0 100.0 

歳 出 合 計歳 出 合 計歳 出 合 計歳 出 合 計    10,751,31510,751,31510,751,31510,751,315    10,351,02910,351,02910,351,02910,351,029    400,286400,286400,286400,286    103.9103.9103.9103.9    
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    介護介護介護介護サービスサービスサービスサービス事業事業事業事業        

  介護サービス事業特別会計は、介護保険制度に基づく居宅サービスや介護福祉施設 

サービスなど、市がいろいろな介護サービスを提供する事業を行うための会計です。 

  この会計は、保険者から支払われる給付費とサービスを受けた方が支払う負担金の 

ほか、市税（一般会計からの繰入金）などで賄われます。 

  サービス事業の主な内容は、次のとおりです。 

  ・通所介護事業（デイサービス） 

  ・短期入所生活介護事業（ショートステイ） 

  ・施設介護サービス事業（特別養護老人ホームほか） 

 

＜＜＜＜介護介護介護介護サービスサービスサービスサービス事業特別会計歳入歳出予算事業特別会計歳入歳出予算事業特別会計歳入歳出予算事業特別会計歳入歳出予算のののの内訳内訳内訳内訳＞＞＞＞    

１ 歳入 （単位：千円） 

款 
予  算  額 

比  較 
前年度比

（％） 22年度当初 21年度当初 

サ ー ビ ス 収 入 591,479 592,337 △858 99.9 

繰 入 金 91,047 82,767 8,280 110.0 

諸 収 入 122 112 10 108.9 

歳 入 合 計歳 入 合 計歳 入 合 計歳 入 合 計    682,648682,648682,648682,648    675,216675,216675,216675,216    7,4327,4327,4327,432    101.1101.1101.1101.1    

 

２ 歳出 （単位：千円） 

款 
予  算  額 

比  較 
前年度比

（％） 22年度当初 21年度当初 

サ ー ビ ス 事 業 費 682,648 675,216 7,432 101.1 

歳 出 合 計歳 出 合 計歳 出 合 計歳 出 合 計    682,648682,648682,648682,648    675,216675,216675,216675,216    7,4327,4327,4327,432    101.1101.1101.1101.1    
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    戸別合併処理浄化槽事業戸別合併処理浄化槽事業戸別合併処理浄化槽事業戸別合併処理浄化槽事業        

  戸別合併処理浄化槽事業特別会計は、中里地区に戸別合併処理浄化槽を設置すること

により、し尿等を適正に処理し、生活環境の保全と公衆衛生の向上を図るための会計

です。 

 

＜＜＜＜戸別合併処理浄化槽事業特別会計歳入歳出予算戸別合併処理浄化槽事業特別会計歳入歳出予算戸別合併処理浄化槽事業特別会計歳入歳出予算戸別合併処理浄化槽事業特別会計歳入歳出予算のののの内訳内訳内訳内訳＞＞＞＞    

１ 歳入 （単位：千円） 

款 
予  算  額 

比  較 
前年度比

（％） 22年度当初 21年度当初 

分 担 金 及 び 負 担 金 1,318 1,778 △460 74.1 

国 庫 支 出 金 3,574 7,649 △4,075 46.7 

県 支 出 金 1,080 1,530 △450 70.6 

繰 入 金 12,433 10,767 1,666 115.5 

繰 越 金 1 1 0 100.0 

諸 収 入 7,700 7,332 368 105.0 

市 債 6,500 13,900 △7,400 46.8 

歳 入 合 計歳 入 合 計歳 入 合 計歳 入 合 計    32,60632,60632,60632,606    42,95742,95742,95742,957    △△△△10,35110,35110,35110,351    75.975.975.975.9    

 

２ 歳出 （単位：千円） 

款 
予  算  額 

比  較 
前年度比

（％） 22年度当初 21年度当初 

浄 化 槽 管 理 費 14,118 13,208 910 106.9 

浄 化 槽 整 備 事 業 費 13,173 26,960 △13,787 48.9 

公 債 費 5,315 2,789 2,526 190.6 

歳 出 合 計歳 出 合 計歳 出 合 計歳 出 合 計    32,60632,60632,60632,606    42,95742,95742,95742,957    △△△△10,35110,35110,35110,351    75.975.975.975.9    

 

 



 - 25 - 

    後期高齢者医療後期高齢者医療後期高齢者医療後期高齢者医療事業事業事業事業        

        後期高齢者医療事業特別会計は、後期高齢者の保険料の徴収を円滑に行っていくた

めの会計です。 

  

＜＜＜＜後期高齢者医療後期高齢者医療後期高齢者医療後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出予算事業特別会計歳入歳出予算事業特別会計歳入歳出予算事業特別会計歳入歳出予算のののの内訳内訳内訳内訳＞＞＞＞    

１ 歳入 （単位：千円） 

款 
予  算  額 

比  較 
前年度比

（％） 22年度当初 21年度当初 

後 期 高 齢 者 

医 療 保 険 料 
1,546,519 1,361,864 184,655 113.6 

繰 入 金 269,818 257,355 12,463 104.8 

諸 収 入 3,221 946 2,275 340.5 

歳 入 合 計歳 入 合 計歳 入 合 計歳 入 合 計    1,819,5581,819,5581,819,5581,819,558    1,620,1651,620,1651,620,1651,620,165    199,393199,393199,393199,393    112.3112.3112.3112.3    

 

２ 歳出 （単位：千円） 

款 
予  算  額 

比  較 
前年度比

（％） 22年度当初 21年度当初 

総 務 費 28,851 30,051 △1,200 96.0 

後 期 高 齢 者 医 療 

広 域 連 合 納 付 金 
1,787,707 1,589,214 198,493 112.5 

諸 支 出 金 3,000 900 2,100 333.3 

歳 出 合 計歳 出 合 計歳 出 合 計歳 出 合 計    1,819,5581,819,5581,819,5581,819,558    1,620,1651,620,1651,620,1651,620,165    199,393199,393199,393199,393    112.3112.3112.3112.3    
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霊園霊園霊園霊園事業事業事業事業        

  霊園事業特別会計は、東平、鞍掛山、十王、入野霊園の管理運営を円滑に行っていく

ための会計です。 

  この会計は、主に使用料及び手数料で運営されています。 

   

 

＜＜＜＜霊園霊園霊園霊園事業特別会計歳入歳出予算事業特別会計歳入歳出予算事業特別会計歳入歳出予算事業特別会計歳入歳出予算のののの内訳内訳内訳内訳＞＞＞＞    

１ 歳入 （単位：千円） 

款 
予  算  額 

比  較 
前年度比

（％） 22年度当初 21年度当初 

使 用 料 及 び 手 数 料 159,961 108,006 51,955 148.1 

財 産 収 入 944 852 92 110.8 

繰 越 金 25,697 21,695 4,002 118.4 

諸 収 入 1 1 0 100.0 

繰 入 金 0 35,278 △35,278 皆減 

歳 入歳 入歳 入歳 入 合 計合 計合 計合 計    186,603186,603186,603186,603    165,832165,832165,832165,832    20,77120,77120,77120,771    112.5112.5112.5112.5    

 

２ 歳出 （単位：千円） 

款 
予  算  額 

比  較 
前年度比

（％） 22年度当初 21年度当初 

墓 地 事 業 費 154,839 135,907 18,932 113.9 

公 債 費 5,921 8,168 △2,247 72.5 

予 備 費 25,843 21,757 4,086 118.8 

歳 出 合 計歳 出 合 計歳 出 合 計歳 出 合 計    186,603186,603186,603186,603    165,832165,832165,832165,832    20,77120,77120,77120,771    112.5112.5112.5112.5    
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４４４４    企業会計予算企業会計予算企業会計予算企業会計予算                                                                                                

 

  地方公営企業法を適用し、いわゆる企業会計方式により市が経営している事業は、 

水道事業、下水道事業、工業用水道事業の３事業です。 

  企業会計には経常的な経営活動を示すもの（収益的収入及び支出）及び建設改良事業

等の資本的な収支を示すもの（資本的収入及び支出）があります。 

  企業会計の平成２２年度当初予算額は、次のとおりです。 

 

＜＜＜＜平成平成平成平成２２２２２２２２年度企業会計当初予算額年度企業会計当初予算額年度企業会計当初予算額年度企業会計当初予算額＞＞＞＞ 

（単位：千円） 

会 計 名 科目 22年度当初 21年度当初 前年度比（％） 

水道事業 

収益的収入 3,702,696 3,844,264 96.3 

収益的支出 3,663,199 3,850,971 95.1 

資本的収入 581,853 1,496,162 38.9 

資本的支出 1,846,900 2,894,508 63.8 

下水道事業 

収益的収入 3,443,551 3,594,187 95.8 

収益的支出 3,418,152 3,572,448 95.7 

資本的収入 2,955,499 4,650,802 63.5 

資本的支出 4,110,062 5,812,482 70.7 

工業用水道事業 

収益的収入 14,531 15,647 92.9 

収益的支出 14,376 15,530 92.6 

資本的収入 － － － 

資本的支出 7,713 12,684 60.8 

合計 

収益的収入 7,160,778 7,454,098 96.1 

収益的支出 7,095,727 7,438,949 95.4 

資本的収入 3,537,352 6,146,964 57.5 

資本的支出 5,964,675 8,719,674 68.4 

※ 資本的収支の差引不足額は、内部留保資金などで補います。 

    

◇◇◇◇主主主主なななな収入収入収入収入    

【水道事業】 

料金等 ３，１５３，８５１千円 

企業債 ５２５，０００千円 

【下水道事業】 

使用料 ２，９７３，８８７千円 

一般会計補助金 １，４５５，１７５千円 

企業債 ８１８，１００千円 

【工業用水道事業】 

使用料 ６，３８１千円 

一般会計補助金 ８，１３６千円 
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５５５５    平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度のののの主主主主なななな施策施策施策施策のののの概要概要概要概要    

 

（（（（１１１１））））未来未来未来未来にのびゆくまちづくりにのびゆくまちづくりにのびゆくまちづくりにのびゆくまちづくり（（（（産業産業産業産業のののの振興振興振興振興））））    

        ＜＜＜＜工業工業工業工業＞＞＞＞    

  ア 企業立地の促進や企業活動の活性化を図るため、企業立地等促進条例に基づく各

種支援、奨励施策を推進するとともに、市内中小企業の拡張、移転ニーズに対応し

ていきます。 

  イ 中小企業等の資金繰り対策については、国の景気対応緊急保証制度の円滑な適用

を図るとともに、引き続き自治・振興金融制度に係る保証料や利子の補給等を実施

していきます。 

ウ 茨城港日立港区の自動車取扱港としての機能拡充を図るため、日立港区臨海部の

土地を取得し、新たなモータープールの整備に取り組んでいきます。 

エ ものづくりを支える若手技術者、次代を担う後継者などの育成を進めるとともに、

中小企業の競争力強化に向けた取組を支援していきます。また、関係機関の協力を

得ながら、ものづくりの伝統や魅力を後世に伝える活動にも取り組んでいきます。 

        ＜＜＜＜商業商業商業商業・・・・流通流通流通流通＞＞＞＞    

  ア 商工会議所による商店街活性化事業や、商店会による集客・地域活性化事業を支

援するなど、商店街の活性化と魅力づくりに努めます。 

イ 地域ブランドの創出については、引き続き関係団体との連携により、本市の資源

を生かした商品の開発や魅力の掘り起こしに努め、販路開拓・拡大を図っていきま

す。 

        ＜＜＜＜農農農農林林林林業業業業＞＞＞＞    

  ア 農産物の生産量の拡大、加工品の調査・開発などの取組に対して引き続き支援を

行うほか、県の森林湖沼環境税事業として、荒廃した森林の間伐事業を計画的に実

施し、森林の持つ水源かん養機能や洪水等の災害防止機能の充実を図っていきます。 

  イ グリーンツーリズムの拠点施設である「たかはら自然体験交流施設」において、

各種体験事業を展開し、農山村地域の活性化を図っていきます。 

        ＜＜＜＜水産業水産業水産業水産業＞＞＞＞    

    漁業環境の整備を進めるため、国や県と連携しながら、久慈漁港の防波堤強化、

会瀬漁港の航路の安全確保を図るほか、藻場の保全に取り組む活動団体に対する支

援を行います。 

＜＜＜＜観光観光観光観光＞＞＞＞    

  ア かみね公園の誘導サインの整備や園路のバリアフリー化を実施するなど、更なる

活性化を図るとともに、動物園においても、サル舎の整備とペンギンプールの改修

工事を実施し、更なる魅力づくりに取り組みます。 
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  イ 久慈サンピア日立及び久慈サンピア日立スポーツセンタ－については、宿泊、休

養及び交流の場として、市民を始め広域的な誘客に結び付くよう努めていきます。 

  

 

            ～～～～本施策本施策本施策本施策のののの主主主主なななな事業事業事業事業～～～～    

     ○企業立地等促進事業 572,425千円 

     ○日立港臨海部整備事業用地取得事業 118,322千円 

     ○中小企業支援対策事業 31,469千円 

     ○商店街活性化事業 9,107千円 

     ○地域ブランド創出事業 4,065千円 

     ○森林機能緊急回復整備事業 41,500千円 

○農産物特産化事業 738千円 

     ○水産振興対策事業 13,373千円 

     ○かみね公園活性化事業 18,487千円 

     ○久慈サンピア日立等運営経費 98,142千円 

 

 

（（（（２２２２））））心心心心のののの豊豊豊豊かさをはぐくむまちづくりかさをはぐくむまちづくりかさをはぐくむまちづくりかさをはぐくむまちづくり（（（（教育文化教育文化教育文化教育文化のののの振興振興振興振興））））    

        ＜＜＜＜学校教育学校教育学校教育学校教育＞＞＞＞    

  ア 確かな学力の向上を図るため、日立理科クラブの協力を得て、子どもたちがわく

わくするような授業を進めるとともに、中学生を海外の先端科学技術施設へ派遣す

るなど理科教育の充実に努めていきます。 

イ 国際理解教育の充実を図るため、小学校に国際理解教室などを整備するほか、地

域の外国人との交流を深める機会を提供するなどの環境づくりに努めるとともに、

引き続き中学生の海外短期留学の支援を行います。 

ウ 子どもたちの表現力の育成を目的として、芸術教育のあり方を研究・検討するた

めのプロジェクトを設置します。 

エ 小学校において生活指導員の充実を図るとともに、特別な支援を要する子どもた

ちとその保護者の相談窓口として、「こども発達相談センター」を新たに設け、支

援の強化を図ります。 

オ 義務教育における保護者負担の軽減を図るため、社会科副読本の共有化や県が実

施する学力診断テストの経費の無料化を行います。 

カ 学習環境の整備については、校舎では、引き続き大久保中学校の改築工事を進め

るとともに、日高中学校の改築工事に着手します。また、屋内運動場については、

早急に耐震化が図れるよう実施設計などの作業を進めるほか、小学校３校の耐震補
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強工事を実施します。 

     ＜＜＜＜生涯学習生涯学習生涯学習生涯学習＞＞＞＞    

  ア 家庭での子育て支援の一環として、本年１０月から、２つの幼稚園で教育時間終

了後に預かり保育を実施するとともに、保護者のニーズなどの把握に努めます。 

  イ 南部地区の新図書館建設事業について、平成２４年度に開館できるよう引き続き

基本設計・実施設計を進めます。 

     ＜＜＜＜スポーツ・レクリエーションスポーツ・レクリエーションスポーツ・レクリエーションスポーツ・レクリエーション＞＞＞＞    

    市民運動公園野球場において、プロ野球名球会等の元プロ野球選手を招いて「ド

リーム・ベースボール」を開催するなど、本市の活性化やイメージアップにつなが

るよう努めていきます。 

     ＜＜＜＜文化文化文化文化・・・・芸術芸術芸術芸術＞＞＞＞    

  ア 市内における映画撮影の誘致・支援を行い、映画文化を通した市のイメージアッ

プ・ＰＲを図るほか、「ひたちこども芸術祭」を開催し、子どもたちの文化・芸術

への関心を高め、将来の文化・芸術活動の担い手を育成します。 

イ 田正音楽記念館では、企画展やコンサートなどのイベントを開催し、音楽を通

して交流を深める機会を提供していきます。 

ウ 郷土博物館では、写真家ユージン・スミス氏が撮影した昭和３６年の市内の様子

などの作品を展示するほか、国内親善都市桐生市の大川美術館所蔵名品展、さらに、

市民ボランティアによる企画展を開催します。 

  エ シビックセンターでは、開館２０周年に当たり、科学館や天球劇場のリニューア

ルなどを行い、楽しく遊びながら学べる科学館づくりに努めるほか、地下の情報プ

ラザを更に有効活用するため、見直しに着手します。 

 

    

            ～～～～本施策本施策本施策本施策のののの主主主主なななな事業事業事業事業～～～～    

○外国語指導助手配置事業 88,172千円 

○未来を拓く科学大好き教育推進事業 20,730千円 

     ○世界にはばたく子ども育成推進事業 879千円 

     ○中学生海外短期留学支援事業 4,607千円 

     ○こども発達相談センター事業 978千円 

     ○保護者の負担軽減事業 5,126千円 

     ○大久保中学校校舎改築事業 252,872千円 

     ○日高中学校校舎改築事業 1,189,656千円 

     ○耐震化推進事業 251,664千円 

     ○預かり保育事業 3,738千円 



 - 31 - 

     ○新図書館施設建設事業 128,450千円 

     ○ドリーム・ベースボール開催事業 2,118千円 

     ○文化少年団支援事業 3,166千円 

     ○田正記念事業 32,529千円 

     ○展示・教育普及事業 6,712千円 

     ○科学館魅力づくり事業 313,430千円 

     ○市民企画展開催事業 3,461千円 

    

    

（（（（３３３３））））    思思思思いやりとふれあいのあるまちづくりいやりとふれあいのあるまちづくりいやりとふれあいのあるまちづくりいやりとふれあいのあるまちづくり（（（（市民福祉市民福祉市民福祉市民福祉のののの充実充実充実充実））））    

        ＜＜＜＜高齢者福祉高齢者福祉高齢者福祉高齢者福祉＞＞＞＞    

    「高齢者保健福祉計画」に沿って、民間活力により既存の特別養護老人ホームの

ベッド数を増やすほか、介護を要する方も、元気な高齢者の方も、安心して地域の

中で暮らすことができるよう、各種施策を推進します。 

        ＜＜＜＜障害者福祉障害者福祉障害者福祉障害者福祉＞＞＞＞    

    自殺者が全国で３万人を超えることから、尊い命が守られるよう、自殺予防の講

演会を行うなど意識啓発に努めます。 

        ＜＜＜＜健康健康健康健康づくりづくりづくりづくり＞＞＞＞    

  ア 市民の健康は、地域の活力の源であるという観点から、「新・ひたち健康づくり

プラン２１」に基づき、市民一人ひとりの健康づくりを推進します。 

  イ 高齢者に対し、肺炎球菌予防接種の費用の一部を助成し、肺炎り患率の低減を図

ります。 

  ＜＜＜＜少子化対策少子化対策少子化対策少子化対策・・・・子育子育子育子育てててて支援支援支援支援＞＞＞＞    

ア 新しい「少子化対策計画」に基づき、出会い創出のイベントなどを実施する

「出会い応援事業」の推進や子育て情報発信の充実を図るほか、引き続き不妊治

療費の助成を行うなど、少子化対策・次世代育成支援について総合的に推進して

いきます。 

  イ 国の施策に基づき、子育て家庭への支援を行うため、中学校終了までの子どもを

対象に「子ども手当」を支給します。 

＜＜＜＜社会保障社会保障社会保障社会保障＞＞＞＞ 

 離職して、就職活動を行う方に対し、安心して就職活動が行うことができるよう、

一定の要件に基づき住宅手当を支給する事業を引き続き行います。 
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            ～～～～本施策本施策本施策本施策のののの主主主主なななな事業事業事業事業～～～～    

     ○老人福祉施設等の民間施設整備費補助事業 23,330千円 

     ○地域自殺対策緊急強化事業 4,219千円 

     ○地域医療体制確保事業 138,690千円 

     ○肺炎球菌予防接種事業 10,000千円 

     ○少子化対策事業 7,805千円 

     ○不妊治療費助成事業 5,011千円 

     ○子ども手当支給費 3,741,970千円 

     ○住宅手当緊急特別措置事業 8,543千円 

 

 

（（（（４４４４））））暮暮暮暮らしよいうるおいのあるまちづくりらしよいうるおいのあるまちづくりらしよいうるおいのあるまちづくりらしよいうるおいのあるまちづくり（（（（市民生活環境市民生活環境市民生活環境市民生活環境のののの向上向上向上向上））））    

        ＜＜＜＜環境環境環境環境のののの保全保全保全保全とととと創造創造創造創造＞＞＞＞    

  ア 一般家庭や事業所に対して、引き続き太陽光発電システムの導入を支援するなど、

全市的な低炭素社会の実現を目指していきます。 

  イ １００年後に数百本のさくらの巨木が鞍掛山を彩る山づくりを進めるほか、子ど

もたちが実践する環境活動を引き続き支援していきます。 

  ＜＜＜＜廃棄物廃棄物廃棄物廃棄物＞＞＞＞    

    家庭から排出される廃食用油の拠点回収を行い、バイオディーゼル燃料を精製し

て公用車の燃料に活用するほか、廃棄物系バイオマスや未利用バイオマスの活用に

ついても検討を進め、引き続きごみの減量化・資源化に取り組んでいきます。 

＜＜＜＜公園公園公園公園・・・・緑地緑地緑地緑地＞＞＞＞    

    老朽化しているかみね公園の公園灯及び小木津山自然公園の給水施設の更新に取

り組むとともに、危険度判定により公園遊具を更新していきます。    

        ＜＜＜＜生活道路生活道路生活道路生活道路＞＞＞＞    

    茂宮川に架かる郡長橋の架け換えを県と協力して進めるほか、市が管理する橋梁

の延命化を図るための橋梁長寿命化計画の策定に向けて、引き続き点検・調査など

を行っていきます。 

        ＜＜＜＜河川河川河川河川・・・・水路水路水路水路＞＞＞＞    

    引き続き大川の改修を行うほか、田尻川における雨水貯留施設整備に向けて調

査・設計を行います。 

        ＜＜＜＜上上上上・・・・下下下下水道水道水道水道＞＞＞＞    

  ア 水道事業では、老朽化した導水管などの更新や森山浄水場における中央監視制御

装置の更新事業などを計画的に進めていきます。 

  イ 下水道事業では、池の川処理場の消化槽設備工事を引き続き行うとともに、雨水
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対策として、瀬上川流域における貯留施設等の整備工事を継続して行うほか、大沼

川流域や雨降川流域について雨水管渠築造工事を行い、浸水被害の縮減に向けて努

めていきます。 

＜＜＜＜消防消防消防消防・・・・救急救急救急救急＞＞＞＞    

 緊急情報システムを維持するために必要な映像制御装置の更新や防火水槽の改修

工事を行い、消防力の充実強化に努めます。 

        ＜＜＜＜防災防災防災防災＞＞＞＞    

  ア 津波による浸水想定区域や十王地区の土砂災害警戒区域など防災対策の基本情報

を示した防災ハザードマップを作成するほか、「安全・安心・住まいる助成事業」

を引き続き実施します。 

  イ 防災行政無線のデジタル化に対応できるように設備を更新します。 

        ＜＜＜＜防犯防犯防犯防犯＞＞＞＞    

    新たに防犯活動のリーダーを育成するための講習会を実施し、リーダーを中心と

した活発な自警団の活動を支援していきます。 

        ＜＜＜＜消費生活消費生活消費生活消費生活＞＞＞＞    

  振り込め詐欺や悪質商法への対処法を周知するための啓発事業を実施し、被害や

トラブルの未然防止に努めます。 

＜＜＜＜墓地墓地墓地墓地・・・・葬祭場葬祭場葬祭場葬祭場＞＞＞＞    

    南部地区の利便性の向上を図るため、年度内の供用開始に向け、引き続き民間活

力を活用しながら（仮称）南部地区葬祭場の整備を進めていきます。 

 

 

            ～～～～本施策本施策本施策本施策のののの主主主主なななな事業事業事業事業～～～～    

     ○新エネルギー普及促進事業 10,014千円 

     ○鞍掛山のさくらの山づくり事業 8,643千円 

     ○廃食用油燃料化促進事業 1,835千円 

     ○菜の花エコネットワーク事業 1,228千円 

     ○かみね公園施設整備事業 10,000千円 

     ○都市公園等施設整備事業 34,388千円 

     ○大川改修事業 48,411千円 

     ○自動体外式除細動器整備事業 4,967千円 

     ○防災体制整備事業 39,634千円 

     ○安全・安心・住まいる助成事業 6,564千円 

     ○生活安全対策事業 23,358千円 

     ○（仮称）南部地区葬祭場整備事業 61,705千円 
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（（（（５５５５））））魅力魅力魅力魅力とにぎわいのあるまちづくりとにぎわいのあるまちづくりとにぎわいのあるまちづくりとにぎわいのあるまちづくり（（（（中核都市中核都市中核都市中核都市のののの基盤整備基盤整備基盤整備基盤整備））））    

        ＜＜＜＜都市基盤都市基盤都市基盤都市基盤整備整備整備整備＞＞＞＞    

  ア 日立駅自由通路及び駅舎橋上化工事を進め、平成２３年春の完成を目指していき

ます。併せて清水鮎川線、東口交通広場、西口交通広場及び東口交流支援施設につ

いても工事を進めるとともに、駅東側の旭町２丁目の街並み整備を行い、にぎわい

づくりに努めます。 

  イ 常陸多賀駅前広場については、検討委員会の整備方針に基づき、再整備を進めて

いきます。 

  ウ 大甕駅周辺地区については、日立電鉄線跡地の活用も視野に入れた検討を引き続

き進めるほか、久慈浜駅跡地については、分断されていた東西地区を結ぶ道路を新

設し、交通の利便性向上を図ります。 

  エ 地上デジタル放送への円滑な移行を図るため、地域の情報基盤として整備したケ

ーブルテレビの加入にかかる初期費用の一部を助成します。 

        ＜＜＜＜交通体系交通体系交通体系交通体系＞＞＞＞    

  ア 坂下地区における乗合タクシーの運行支援及び中里地区、諏訪地区における公共

交通の実証運行に対する支援を引き続き実施し、地域の生活を支える移動手段の確

保に努めます。 

イ 長期未着手の都市計画道路について、引き続き見直し作業を行い、都市計画の変

更手続きを進めていきます。併せて、国道６号日立バイパスの旭町以南の早期事業

化、国道６号大和田拡幅事業、県道日立笠間線の整備及び国道２４５号の４車線拡

幅について、国・県に対して強く要望していきます。 

  ウ 石名坂多賀線を始め金沢諏訪線、中所沢川尻線、昨年一部供用を開始した友部・

伊師浜線など市内主要幹線道路についても引き続き整備を進めていきます。 

   

 

            ～～～～本施策本施策本施策本施策のののの主主主主なななな事業事業事業事業～～～～    

     ○日立駅周辺地区整備事業 4,380,505千円 

     ○日立駅東側市街地街なみ再生事業 33,910千円 

     ○常陸多賀駅前広場再整備事業 147,508千円 

     ○旧久慈浜駅構内道路改築事業 97,922千円 

     ○日立電鉄線跡地活用検討事業 79,365千円 

○公共交通政策検討事業 13,244千円 

○地域公共交通支援事業 4,272千円 
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（（（（６６６６））））ひびきあうみんなのまちづくりひびきあうみんなのまちづくりひびきあうみんなのまちづくりひびきあうみんなのまちづくり（（（（計画実現計画実現計画実現計画実現のためにのためにのためにのために））））    

        ＜＜＜＜コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ活動活動活動活動＞＞＞＞    

  ア 地域のコミュニティ組織による防犯や環境美化など暮らしに密着した活動に対し、

引き続き支援を行うことにより、市民との協働で住みよいまちづくりを推進してい

きます。 

  イ 将来にわたり継続可能なコミュニティ活動のあり方について、有識者や公募市民

等による委員会を開催し、課題等を整理・検討していきます。 

    ＜＜＜＜男女共同男女共同男女共同男女共同参画社会参画社会参画社会参画社会づくりづくりづくりづくり＞＞＞＞    

    仕事と家庭・地域生活を両立できる環境整備を行うため、男女が共に働きやすい

環境づくりについて意識啓発等の各種事業を展開していきます。 

＜＜＜＜健全健全健全健全なななな財政運営財政運営財政運営財政運営＞＞＞＞    

    財政運営については、歳出削減と併せて、市税等の収納率向上や資産の有効活用

により、財源確保に努めるとともに、新たな財源の確保についても検討していきま

す。 

        ＜＜＜＜行政行政行政行政のののの管理運営管理運営管理運営管理運営＞＞＞＞    

  ア 変化に対応できる堅固な行政基盤の構築を目指し、「市民サービスの維持・向

上」、「健全財政の堅持」、「市役所力の向上」を柱にした第５次行財政改革大綱

を策定し、平成２２年度から３箇年計画で取り組んでいきます。 

イ 国から地方への権限移譲が進められるなか、職員の政策形成能力の向上を図るた

め、各種職員研修を実施するとともに、国・県等への実務研修生の派遣を拡充する

などにより、時代の変化に対応できる職員養成に努めます。 

 

    

            ～～～～本施策本施策本施策本施策のののの主主主主なななな事業事業事業事業～～～～    

     ○行政とコミュニティ活動のあり方検討事業 762千円 

     ○男女共同参画推進事業 4,101千円 
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６６６６    平成平成平成平成２２２２１１１１年度予算年度予算年度予算年度予算にににに対対対対するするするする下半期収入支出下半期収入支出下半期収入支出下半期収入支出のののの状況状況状況状況についてについてについてについて    
 

(1) 一般会計 

   一般会計の平成２２年３月３１日現在の款別歳入予算の収入状況と款別歳出予算の

支出状況は、次表のとおりです。 

 

＜＜＜＜平成平成平成平成２１２１２１２１年度一般会計款別歳入予算額年度一般会計款別歳入予算額年度一般会計款別歳入予算額年度一般会計款別歳入予算額とととと収入状況収入状況収入状況収入状況＞＞＞＞    

 

（平成２２年３月３１日現在） 

区   分 予算現額 収入済額 収入割合 

 千円 千円 ％ 

１ 市 税 29,635,830 29,496,749 99.5 

２ 地 方 譲 与 税 616,000 649,050 105.4 

３ 利 子 割 交 付 金 89,000 91,457 102.8 

４ 配 当 割 交 付 金 26,000 29,444 113.2 

５ 株式等譲渡所得割交付金 14,000 16,739 119.6 

６ 地 方 消 費 税 交 付 金 1,800,000 1,987,279 110.4 

７ ゴルフ場利用税交付金 40,000 48,626 121.6 

８ 自 動 車 取 得 税 交 付 金 148,000 159,517 107.8 

９ 地 方 特 例 交 付 金 280,000 311,830 111.4 

10 地 方 交 付 税 4,952,078 5,357,579 108.2 

11 交通安全対策特別交付金 45,000 45,594 101.3 

12 分 担 金 及 び 負 担 金 663,131 594,350 89.6 

13 使 用 料 及 び 手 数 料 2,497,712 2,355,848 94.3 

14 国 庫 支 出 金 7,988,754 5,419,809 67.8 

15 県 支 出 金 2,920,707 1,369,405 46.9 

16 財 産 収 入 468,255 461,183 98.5 

17 寄 附 金 47,837 47,587 99.5 

18 繰 入 金 1,701,833 83,098 4.9 

19 繰 越 金 1,752,392 1,752,392 100.0 

20 諸 収 入 2,202,185 2,182,582 99.1 

21 市 債 4,090,600 0 0.0 

計 61,979,314 52,460,118 84.6 
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＜＜＜＜平成平成平成平成２１２１２１２１年度一般会計款別歳年度一般会計款別歳年度一般会計款別歳年度一般会計款別歳出出出出予算額予算額予算額予算額とととと支出支出支出支出状況状況状況状況＞＞＞＞    

 

（平成２２年３月３１日現在） 

区   分 予算現額 支出済額 支出割合 

 千円 千円 ％ 

１ 議  会  費 412,612 403,095 97.7 

２ 総  務  費 8,212,880 6,167,767 75.1 

３ 民  生  費 16,757,120 13,260,370 79.1 

４ 衛  生  費 3,750,875 2,859,899 76.2 

５ 労  働  費 3,941 1,520 38.6 

６ 農林水産業費 601,660 392,629 65.3 

７ 商  工  費 3,492,893 2,573,194 73.7 

８ 土  木  費 9,429,817 7,394,460 78.4 

９ 消  防  費 3,200,444 3,031,008 94.7 

10 教  育  費 9,018,948 5,361,672 59.4 

11 公  債  費 7,037,340 7,009,410 99.6 

12 予  備  費 60,784 0 0.0 

計 61,979,314 48,455,024 78.2 
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(2) 特別会計 

   特別会計の平成２２年３月３１日現在の予算額及び収入支出の状況は、次表のとお

りです。 

   それぞれの会計の性質及び内容により、その執行状況も異なりますが、市は、事業

の性質に応じて効率的に執行するよう努めています。 

 

＜＜＜＜平成平成平成平成２１２１２１２１年度特別会計予算額年度特別会計予算額年度特別会計予算額年度特別会計予算額とととと収入支出収入支出収入支出収入支出のののの状況状況状況状況＞＞＞＞    

 

（平成２２年３月３１日現在） 

会 計 名 予算現額 
執  行  状  況 

収入済額 収入割合 支出済額 支出割合 

 千円 千円 ％ 千円 ％ 

国 民 健 康 保 険 事 業 14,718,734 11,087,317 75.3 13,255,998 90.1 

動 物 園 事 業 400,017 130,550 32.6 358,410 89.6 

簡 易 水 道 事 業 231,307 29,990 13.0 82,890 35.8 

公設地方卸売市場事業 72,551 43,690 60.2 61,834 85.2 

老 人 保 健 事 業 33,616 5,267 15.7 21,963 65.3 

介 護 保 険 事 業 10,300,284 8,191,527 79.5 9,121,893 88.6 

介 護 サ ー ビ ス 事 業 674,221 506,992 75.2 666,026 98.8 

戸別合併処理浄化槽事業 30,988 9,858 31.8 25,772 83.2 

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 1,679,181 1,662,379 99.0 1,644,474 97.9 

霊 園 事 業 166,818 135,906 81.5 136,576 81.9 

合     計 28,307,717 21,803,476 77.0 25,375,836 89.6 
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７７７７    市民市民市民市民のののの市税負担市税負担市税負担市税負担のののの状況状況状況状況についてについてについてについて    

 

  市の財政は、市民の皆さんの直接・間接の負担によって賄われています。なかでも 

市税は、市の財政を運営していくために基盤となる最も重要な歳入であり、市は、常

に適正で公平な負担に努力しております。 

  平成２２年度の予算額は２８２億５,２１７万円となっており、市民の皆さんの負担

額を世帯、人口の平均で表すと、下表のようになります。 

 

＜＜＜＜市民市民市民市民のののの税負担税負担税負担税負担のののの状況状況状況状況＞＞＞＞    

 

区分 

税目 
平成２２年度予算額 

１世帯当たり負担額 

（年額） 

１人当たり負担額 

（年額） 

 千円 円 円 

 直 接 税 27,032,165 345,675 140,341 

市 民 税 

固 定 資 産 税 

軽 自 動 車 税 

都 市 計 画 税 

鉱 産 税 

11,631,000 

12,838,711 

283,000 

2,278,000 

1,454 

148,732 

164,176 

3,619 

29,130 

18 

60,384 

66,654 

1,469 

11,827 

7 

 間 接 税 1,220,000 15,601 6,334 

市 た ば こ 税 

入 湯 税 

1,184,000 

36,000 

15,141 

460 

6,147 

187 

 計 28,252,165 361,276 146,675 

  （注）世帯数７８,２０１世帯、人口１９２,６１７人（H22.4.1現在常住人口） 




